
平成２９年度ひきこもり実務者研修開催要領 

 

１ 目 的 

   ひきこもりに関する知識をある程度有した者が、より専門的に知識を深め、対応への

スキルアップを図ることを目的とする。 

 

２ 主 催 

山口県精神保健福祉センター 

 

３ 対象者 

精神保健福祉相談の実務経験がある保健所・健康福祉センター職員、市町精神保健福

祉担当職員、精神科医療機関職員、相談支援事業所相談員、その他支援機関職員等 

 

４ 定 員 

６０名程度 

 

５ 日程及び内容 

詳細は裏面「平成２９年度ひきこもり実務者研修プログラム」参照 

 

６ 場 所 

岩国総合庁舎 １階 入札会議室（岩国市三笠町１－１－１） 

※会場の駐車場は日中混雑が予想されますので、公共交通機関や周辺の有料駐車場の

ご利用もご検討下さい。 

 

７ 申込方法等 

 

  （１）申込方法 別紙「平成２９年度ひきこもり実務者修申込書」により FAXで申込

む。 

  （２）申 込 先 〒747-0801 防府市駅南町 13-40 防府総合庁舎 2階 

           山口県精神保健福祉センター TEL：0835-27-3480 

FAX：0835-27-4457 

 

  （３）申込期限 平成２９年１２月１日（金） 

 

８ その他 

  ・申込は先着順で受け付ける。定員を超え、受講をお断りする場合のみ電話等で連絡

する。 

 

 



平成２９年度ひきこもり実務者研修プログラム 

 

 

 

 

 

 

【日 時】平成２９年（2017年）１２月１１日（月）10:00～12:00 

 

【場 所】岩国総合庁舎 １階 入札会議室（岩国市三笠町 1-1-1） 

 

【プログラム】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【講師】 

 原田 豊 先生（鳥取県精神保健福祉センター所長、精神科医） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

9:30～     受付 

 

10:00～12:00  講義 

テーマ「ひきこもりと発達障害」 

          講 師 鳥取県立精神保健福祉センター所長 原田 豊 氏 

        事例検討 

 

＜講師紹介＞ 

略歴／大阪市生まれ。医学博士。精神保健指定医、日本精神神経学会精神科専門医、指

導医。1982 年鳥取大学医学部卒業後、同大学院、鳥取大学医学部附属病院精神

科神経科、国立療養所鳥取病院（現、鳥取医療センター）、国立浜田病院神経科、

島根県島後町村組合立隠岐病院精神科に勤務。1991年 10月鳥取県立精神保健福

祉センター所長就任。2003年 7月県福祉保健部参事監（同センター長兼務）。 

著書／「大人のアスペルガー、子どものアスペルガー」（東京図書出版）など。  

共著／「わたしたちの医療ボランティア－阪神大震災が残したもの」（ジャパンタイム

ズ）、「ひきこもりに出会ったら」（中外医学社）など 

 ひきこもりの相談のなかで、その背景要因として発達障害が疑われる事例がありま

す。講義や事例検討を通して、発達障害とひきこもりへの理解を深めるとともに、ひき

もり本人へのよりよい支援について考えることを目的として、研修を開催します。 

ひきこもり相談を受ける中で、人と関われない、社会に出ていけないといったご本人の

課題が浮かび上がることがあります。社会資源が少ない中、支援が困難なケースも多いと

思います。少しでも皆様の今後の支援のヒントになれば幸いです。皆様の参加をお待ちし

ています。 



【別紙】 

精神保健福祉センター行き（送付票不要）  FAX：０８３５－２７－４４５７ 

 

申込期限 １２月１日（金）まで 

 

 

平成２９年度ひきこもり実務者研修申込書 

 

 

【所 属】                          

【担当者名・電話番号】                    

 

 

 

氏  名 職種・役職 経験年数 

   

   

   

   

   

※経験年数は、採用年度を１年として今年度が何年目に当たるかを記入してください。 

 

 


